
週間国際経済２０１５ （１５）        金俊行（きむじゅねん） 

０７／０６～０７／１２ 

 

07/06・ギリシャ国民投票、緊縮策反対６割超す 首相、EUと再交渉へ 

 ⇒ポイント解説あります 

  ・世界遺産、明治産業遺産を登録 日韓、薄氷の決着 

    強制徴用、玉虫色の表現 「意思に反し労働」説明 

 

07/07・ギリシャ国民投票 若者・低所得層、反対目立つ 失業・賃金減に不満 

    投票率62.5％、反対61.3％ 「ユーロ圏離脱望まず」首相の訴え奏功 

 

07/08・BRICS銀行、第１回総会（７日モスクワ）年内にも業務開始 ＜１＞ ＜２＞ 

  ・習近平主席、抗日式典（盧溝橋事件記念）出席せず 反日姿勢を抑制 

  ・ギリシャ、妥協の道狭まる 緊縮譲歩「裏切りに」 欧州委員長「残留が目標」 

    緊急のユーロ圏首脳会議 EU「12日が最終期限」 日経平均一時２万円割れ 

  ・米越首脳会談、ベトナム戦争後初 南シナ海懸念共有、中国をけん制 

    ベトナム、実利で米に接近 TPPで輸出増 中国は最大の貿易相手国 

  ・邦銀の海外投融資急増 3月末残高3.3兆ドル、米銀抜く ＜３＞ 

    日銀緩和で国内運用環境厳しくアジア向けけん引 欧米銀慎重ななか5％増目立つ伸び 

 

07/09・ギリシャ、新たな融資要請 緊縮財政策と引き替えにユーロ圏基金活用 

  ・中国株安アジアを巻き込む 一時８％安 株価対策効かず 日経平均638円安 

  ・TPP日米協議再開（東京） 安倍首相「ゴールテープに手」決着目指す 

 

07/10・ギリシャ、EUに譲歩 財政改革案を提出 増税・年金抑制 ＜４＞ 

  ・日銀、今年度成長見通し下方修正 2％から１％台後半 

    IMF見通しは今年0.8％ 来年1.2％      

   

07/11・EU、ギリシャ改革案を評価 オランド仏大統領「信頼できる」 

  ・ギリシャ議会、改革案承認 国民反発「投票への裏切り」政権運営もいばらの道 

    ギリシャ、銀行に三重苦 資金繰り難 不良債権膨張 国債損失リスク 

  ・TPP日米協議前進 日本側がコメ輸入上積みへ 閣僚決着探る 

  ・イエレンFBR議長講演 米利上げ「年内が適切」米経済「しっかりしている」 

  ・安倍首相、9月訪中を検討 3日の抗日記念式典外す日程 習訪米前に 

  ・上海株が大幅続伸4.5％高 中 

  ・中国新車販売6月2.3％減 3ヶ月連続減は6年半ぶり 

 

07/12・ユーロ圏財務相会合（ブリュッセル11日）ギリシャ再支援へ調整 ＜５＞ 

    チプラス首相の「ユーロ圏残りたい」直談判受け、仏が手助け独は黙認 

 



 


